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　去る７月31日（土）の午後１時から、学院養成研
修棟及び義肢装具士養成棟において「オープンキャ
ンパス」を開催しました。オープンキャンパスは、
当学院の受験を希望される皆さんに、授業の内容紹
介や在学生との対話を通して、学院についての理解
を深めていただくためのイベントです。今年度は、
昨年の参加者からのご意見をふまえ実施回数をこれ
までの年１回から年２回に増やしての開催となりま
した。第１回目の今回は、参加者数は161名で、学

言語聴覚学科
　言語聴覚学科では75名の参加者を、４名の教官と
学生でお迎えしました。
　４階フロアでは「公開授業」と「体験コーナー」、
２年生教室と６階フロアでは学院生との交流コーナ
ーが設けられました。一年生は「公開授業：高次脳
機能障害」で明るく活発な受講風景を作り出してい
ました。一方、二年生は揃いのTシャツに身を包み、
「体験コーナー」や「交流コーナー」で参加者らと
活発に交流を行いました。
　「体験コーナー」では、聴力検査を受けてみる “き
こえはどれくらい”、音声の波形を調べる “発音を
目で見てみよう”、発声が困難な方のための “意思
伝達装置を試そう”、嚥
下障害者用の “とろみ食
を試してみよう” などの
コーナーが設けられまし
た。２年生はこれまでに
学んだ知識と技術を遺憾
なく発揮し、障害のメカ
ニズムや検査・評価・装
置などについて、分りや

院について知りたいという需要の大きさを感じまし
た。
　参加された皆さんには、それぞれの学科が目指す
リハビリテーション専門職の業務内容や当学院の雰
囲気等を体験していただいたわけですが、今後の進
路を検討する際にこの体験を役立てていただければ
幸いです。
　以下、それぞれの学科が創意工夫した当日の様子
をご報告いたします。

すく解説し、参加者の知的好奇心に応えていました。
交流コーナーには言語聴覚学科で使用されているテ
キストや検査用具、カリキュラム表、学生の生活統
計などの展示のほか、学生が自主製作した学科紹介
DVDが上映されました。
　学科生の醸し出すホスピタリティー溢れる雰囲気
に参加者が思わず楽しげに話し込む様子がそこここ
に見られ、また、６階では真剣に受験や学生生活、
就職状況などについて相談する姿が見られました。
言語聴覚士をこれから目指そうとする参加者と、少
し夢に近づいている学生たちとの出会いはお互いに
幸せなものであったに違いありません。

参加者と在校生の交流コーナー 「きこえはどれくらい」のコーナー

〔学院情報〕

平成22年度学院オープンキャンパス
開催される 学院事務室
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義肢装具学科
　義肢装具学科への参加者は58
名で、高校生から社会人まで多く
の方々に当学科の教育内容を知っ

ていただくことができました。
　学院生活や卒業後の進路などについて説明した後、
　①　装具製作のデモンストレーション
　②　手や足の採型及び石膏モデルの製作
　③　模擬義足での歩行体験
　④　模擬義手の操作体験
　⑤　 歩行中の足底圧力

計測
といった授業に即した５
つのコーナーを設け、自
由に見学していただくオ
ープン形式としました。
特に、模擬義足・義手を
体験するコーナーでは、
参加者のほとんどが初め

視覚障害学科
　視覚障害学科では「見えなくてもできる!!を体験」
してもらおうと、参加者にアイマスクをしてもらい、
パソコンと調理、歩行の３種類の活動を行ってもら
いました。
　パソコン体験では音声ソフトを利用して、ホーム
ページの読み上げとワード文書の文字入力をしても
らいました。
　調理体験では、調味料の弁別や計量などの作業に、
音声で確認できる便利な用具を使いながら、クッキ
ーの成型までをしてもらいました。
　歩行では、ガイド役の在校生の腕を握って歩く手
引き歩行と、白杖を利用
して一人で歩く体験をし
てもらいました。
　体験後、教室で在校生
との交流会を行いました。
入学試験の内容や講義の

カリキ
ュラム、
寮生活、

ての体験で、“驚き” あり、“操作ミス” ありと大変
盛り上がり、皆様に５つのコーナーすべてを見学・
体験していただきました。
　また、在校生も積極的に交流をはかり、学院生活
の雰囲気について熱心に質問する参加者に対し、丁
寧に答えていました。義肢装具士の仕事に興味を持
つ参加者にとって、当学科の教育内容と学院生活を
より深く理解していただく絶好の場になったと思い
ます。

卒業後の就職先など、次々のぼる質問に在校生は丁
寧に答えていました。なごやかで、楽しい雰囲気の
中、在校生と心置きなく話ができた交流会は、参加
者にとって学科を知ってもらうよい機会となったこ
とと思います。
　他の学科にも興味のあった学生が途中から体験や
交流会に加わり、参加者は８人。
　オープンキャンパスへの参加が、専門家になりた
いという夢や希望へ近づく一歩に、そして、学院で
勉強をしたいという意欲に、確実につながったこと
と思います。

参加者と在校生との交流 模擬義足の体験

アイマスクを装着した歩行体験 パソコン体験
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手話通訳学科
　手話通訳学科では学科説明と質疑応答の後、参加
者に２つの「体験授業」を体験してもらいました。
まずは、入学した場合入学式の翌日から毎日受ける
ことになる「ネイティブの先生が手話だけで手話を
教える授業」。参加者の名前や服の色、そして数字
を使って手話でのコミュニケーションを楽しみまし
た。次に「シャドーイング（話を聞きながら、少し
遅れてそのまま話す）」と「リテンション（一定量
の話を聞き、その内容を自分の言葉で話す）」の通
訳基礎トレーニング。人
の話を聞くこと、それを
別の人に伝えること、さ
らにそれらを同時に行う
ことの難しさを感じたこ
とでしょう。体験授業終
了後には、在校生作成の
「パネル展示」とともに、
在校生と参加者が自由に

リハビリテーション体育
　暑い中、３名の方にご来場いただきました。学科
紹介ガイダンスでは、カリキュラム内容や進路につ
いて教官の説明に熱心に耳を傾けていました。そし
て、参加型プログラムの “障害者のスポーツ体験”
では、①電動車いす・競技用車いす・ハンドサイク
ルの乗車体験　②アイシェイド（アイマスク）着用
でプレーするゴールボー
ル、③車椅子バスケット
ボールのミニゲームなど
多彩な内容で盛り上がり、
在校生との交流も深める
ことができました。参加
者からは「とても良い勉
強になった」「見るのと
やるのとでは大違い。疲

交流する時間を設けました。
　体験授業では入学後の授業の楽
しさと厳しさを味わってもらえた
と思います。そして在校生の生の声は、入学を考え
る参加者にとって大いに参考になったでしょう。授
業中も在校生との交流の際も楽しそうな笑い声が絶
えませんでした。今回のオープンキャンパスが参加
者の方々にとって手話という新しい世界への入口と
なることを期待しています。

れるけれど楽しかった」「学生スタッフが親切にし
てくれた」などのご意見をいただき、ガイダンスだ
けでは分からない学科の魅力を知っていただくこと
ができたと思います。これを機会に、リハビリテー
ション体育への関心が高まることを期待しています。

ゴールボールの投球練習 車椅子バスケットボールのゲーム

参加者と在校生との交流 通訳基礎トレーニングの体験授業
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4
自 立 訓 練
（ 機 能 訓 練 ）
自 立 訓 練
（ 生 活 訓 練 ）

就労移行支援

就労移行支援
（ 養 成 施 設 ）

合 計

課　　　　　程 平  均
25.1
14.9
10.8
9.6
65.5
55.3
87.8
72.7
189.2
152.5

5
23.8
17.2
10.8
9.9
77.4
62.7
95.0
77.7
207.0
143.6

6
26.1
20.9
10.8
9.1
62.5
56.5
95.0
76.8
194.4
171.0

7
25.3
25.0
10.9
7.8
64.9
59.8
94.0
75.5
195.1
176.0

8
25.6
24.2
11.0
6.3
69.4
66.9
93.0
75.0
199.0
172.3

9

27.4

9.8

70.3

75.0

165.1

10

27.0

9.8

76.8

75.0

188.6

11

26.5

9.8

59.0

75.0

154.1

12

28.0

9.4

66.8

75.0

162.2

1

28.0

9.7

56.8

75.0

153.4

2

26.2

10.0

61.0

75.0

155.8

3

30.9

11.0

42.6

59.6

151.0

H.22
H.21
H.22
H.21
H.22
H.21
H.22
H.21
H.22
H.21

１　自立支援局利用者状況
（1）昼間実施サービス状況（１日平均） （単位：人）

（2）施設入所支援サービス状況（１日平均）
4

施設入所支援

平  均
202.6
（66.4）
185.3
（69.0）

5
215.1
（67.9）
193.7
（65.5）

6
203.8
（68.3）
187.3
（64.2）

7
202.3
（67.2）
189.6
（62.5）

8
209.0
（68.9）
187.8
（58.4）

9

198.9
（59.9）

10

200.6
（59.7）

11

189.7
（66.8）

12

194.5
（64.9）

1

193.0
（72.4）

2

192.0
（68.2）

3

184.3
（60.4）

H.22

H.21

（3）独自事業（１日平均）
4 平  均

H.22
H.22
H.22

自 動 車 訓 練
再 理 療 教 育
臨床研修コース
※（　）は、自動車訓練のみ利用している者の数である。

※（　）は、職業リハビリテーションセンターを利用し、かつ施設入所支援サービスのみを利用している者の内数である。

（4）利用者数計（１日平均）
4 平  均
255.6
6.0
261.7

H.22
H.22
H.22

支援サービス
独 自 事 業
利用者数総計

4

総 数

一 般

利 用 者

区　　　　　分 平  均
H.22
H.21
H.22
H.21
H.22
H.21

2　病院入院患者の状況（１日平均）

25.3
24.7
10.9
9.3
67.6
61.0
92.9
73.8
196.7
168.8

206.6
（67.8）
191.4
（64.2）

11.5（4.8）
0.0
1.3

14.1（7.3）
0.8
2.7

264.4
10.7
275.1

115.6
121.0
114.5
119.4
1.1
1.6

5

5
274.9
13.9
288.9

5

16.6（10.1）
0.9
3.0

117.1
107.4
116.7
104.8
0.5
2.6

6

6
262.7
12.9
275.5

6

16.1（8.9）
1.0
3.0

109.9
102.5
109.0
100.5
0.8
2.0

7

7
262.3
12.3
274.7

7

14.5（8.3）
1.0
3.0

95.7
102.2
94.8
102.1
0.9
0.0

8

8
268.0
8.7

276.6

8

12.0（4.7）
1.0 
3.0 

91.8
107.7
90.9
107.0
0.9
0.7

9

9

9

105.3

105.3

0.1

10

10

10

95.6

94.7

0.8

11

11

11

88.3

88.3

0.0

12

12

12

81.6

81.6

0.0

1

1

1

89.5

89.4

0.1

2

2

2

100.0

98.7

1.3

3

3

3

108.3

108.3

0.0

106.0
100.8
105.1
100.0
0.9
0.8

※１「支援サービス」は、「昼間実施サービス」の利用者及び「職業リハビリテーションセンターを利用し、かつ施設入
所支援サービスのみを利用している者」の合計数である。

※２「独自事業」は、自動車訓練のみの利用者及び再理療教育、臨床研修コース利用者の合計数である。

平成22年度
リハビリテーション実施状況（８月報告）
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4

総 数

一 般

利 用 者

区　　　　　分 平  均
H.22
H.21
H.22
H.21
H.22
H.21

３　病院外来患者の状況（１日平均）

4区　　　　　分 平  均
４　見学者の状況（実人員）

５　学院生の在籍状況（月末現在）

国 内
海 外
国 内
海 外
国 内
海 外
国 内
海 外
国 内
海 外
国 内
海 外
国 内
海 外
計

医 療

教 育

福 祉

職 業

そ の 他

うち障害者
（再　掲）

平成2 2年度
合 計

平成21年度合計

言 語 聴 覚 学 科

義 肢 装 具 学 科

視 覚 障 害 学 科

手 話 通 訳 学 科

リハビリテーション体育学科

１　年
２　年
小　計
１　年
２　年
３　年
小　計
１　年
２　年
小　計
１　年
２　年
小　計
１　年
２　年
小　計

学　年学　　　　　科

合　　　　　計

人　数

142.3
154.9
129.7
143.0
12.6
11.8

5 6
154.1
162.1
142.1
147.6
12.0
14.3

6
146.3
151.0
132.5
138.8
13.7
12.2

7
151.1
152.6
136.8
139.7
14.4
12.9

8
140.8
147.9
128.8
136.1
12.0
11.7

9

151.5

137.5

14.0

10

146.6

134.0

12.6

11

145.2

132.4

12.7

12

151.5

139.0

12.5

1

143.6

123.2

20.3

2

135.3

117.5

17.7

3

135.7

113.8

21.9

146.7
148.2
133.7
133.6
13.0
14.6

84
32
12
0

106
5
17
0
50
2
9
0

269
39
308
332

5
206
54
96
0
68
18
0
0
42
2
21
1

412
74
486
448

6
277
43
2
22
88
33
14
1
59
35
13
20
440
134
574
599

7
76
1

105
1

112
13
9
0
14
0
34
0

316
15
331
387

8
433
0
37
26
53
0
2
0
21
1
4
0

546
27
573
476

9

631

10

355

11

436

12

208

1

371

2

405

3

314

215.2
26.0
50.4
9.8
85.4
13.8
8.4
0.2
37.2
8.0
16.2
4.2

396.6
57.8
454.4
413.5

31
28
59
10
10
8
28
10
4
14
14
10
24
2
3
5

130



「国リハニュース」編集事務局
　国立障害者リハビリテーションセンター管理部企画課
　　　〒359-8555 埼玉県所沢市並木4－1
　　　TEL　04-2995-3100　　FAX　04-2995-3661
　　　ホームページアドレス　　http://www.rehab.go.jp/
　　　（国リハニュースはホームページに掲載されています）
※本誌へのご意見、ご要望等がございましたら、上記編集事務局宛
　FAX又は、Eメール（kikakuka@rehab.go.jp）をお寄せ下さい。

　上のシンボルマークは、WHO（世界保健機関）のマ
ークです。
　WHO（World Health Organization）とは、国連の仕
事のうち、保健衛生の分野を受け持つ専門機関であり、
その目的は、全人類の健康を守るために、世界の国々が
力を合わせて努力しようとするものです。
　国立障害者リハビリテーションセンターは、WHO指定
研究協力センターの指定を受け、国際協力を行っていま
す。

センターのロゴ

　センターのロゴは、国際障害者年を記念し、入所者・
職員から募集した作品の中から選定されたものです。
　このロゴは、
1 　リハビリテーションセンターを包む、リハビリに対
する強い意欲・意思・たゆまざる努力、そして友情と
信頼、
2 　リハビリテーションセンターを出発点として、未来
にまた広く社会各方面に向かって伸びようとする入所
者・職員の姿、
3 　手話の指、点字を読む指、職業、職能、理療に励む
力強い5本の手指
をイメージ化したものです。
　また、NRCDはNATIONAL REHABILITATION 
CENTER FOR PERSONS WITH DISABILITIESの頭
文字です。
　制作者　住田律夫（昭和56年制定）

去る８月13日、元理療教育部長　見原　捷三先生がお亡くなりになりました。享年72歳
でした。見原先生には、「リハセンターに飛来する野鳥を友に」と題し、野鳥シリーズ
を第１号（国リハニュース平成９年７月号）から第74号（平成22年７月号）まで13年間
という長期間に亘ってご執筆いただきました。先生は闘病生活が長く、私が国リハニュ
ース編集担当になった２年前には急性骨髄性白血病を患っておられ、原稿も入院先の病
院から送られてくることたびたびでした。そうした中、今年に入って、国リハセンター
に足を運ばれお元気な姿をお見せになり、「野鳥シリーズはぜひ100号まで続けたいと思
います。100号に達したときはちょうど77歳（喜寿）を迎えます。それを生きる喜び、
目標として頑張りたい。」とおっしゃっていたことが昨日のことのように思い出されます。
ここに紙面をお借りして生前中のご厚誼に感謝いたしますとともに、先生のご冥福を心
よりお祈りいたします。 （Y.I）

編 集 後 記


